




武生工業高校の特色あるカリキュラム（普通科との違い）■
①専門性の高い仕事に必要な国家資格

本校で力を入れているものに資格試験があります。
社会人も受験している国家試験を授業や補習等でしっかりと指導を受けながら受験できます。
専門性の高い仕事につくには、それに携わる資格が必要であり、各科多くの国家試験に挑戦してい

ます。各科で取り組んでいる資格詳細はホームページに掲載してあります。

②専門の理解を深める多くの実験・実習
授業の内容を理解するために多くの実験・実習をとりいれ、実際に確認しながら進めてきます。
製図・パソコン・作品製作など、実際に手足を動かして体で理解を深めることが出来ます。
また、安全に作業を進める素養も養います。

③物づくりは工業高校の原点。物づくりを通して、工業技術の本質にせまる
工業の本質は、道路・建物・電気・食品・乗り物などが生み出され、私たちの生活を支えているこ

とです。日々、新しい物が作り出されていますが、工業高校ではそれを支える素養を課題研究などで
養います。

都市工学コース Engineering都市工学コース Engineering■都市工学コース都市工学コース ＣｉｖｉｌＣｉｖｉｌ
わたしたちの街を縦横に走っている道路が、どのよう に維持されてい

るか知って いますか？ドライブで渡る 美しい橋がどのように建設され
たかわかるでしょうか？

普段何気なく使っていると気がつきませんが、日本の高い土木技術を基
に土木構造物は支えられています。

都市工学コースには市民が快適な生活のできる都市造りを目指し、地図
に残る仕事を勉強したい生徒が集まっています。

特色あるカリキュラム■
測量、設計、施工をベースに勉強を進め、３年生には身につけた技術を

応用して、課題研究でものづくりを行います。教室の勉強と資格取得、実
習を関連づけて授業を進めていきます。

：すべての工事に先立って行われるのが測量です。建設する構造物の測量
水平位置や高さを正確に測定します。

：構造物を建設する方法を勉強します。土やコンクリートの性質、建施工
設機械の種類を勉強してから、トンネルの掘り方やダムの造り方な
どを学びます。

：橋や建物など、壊れず安全に造るための構造計算を学びます。設計

建築コース Architecture建築コース Architecture■
「図面で自分が引いた線一本一本が元になって、実際に現場で建物が造ら
れていく」

建築物の企画・設計・施工・管理等に総合的に対応できるよう基本的な
知識・技能を習得します。

特色あるカリキュラム■
：設計製図の基礎・基本、ＣＡＤの操作を学び、住空間を中心に建築製図
自分の考えを図面に表現できる能力を習得

：建物を機能的・意匠的に、また、環境に配慮して設計するため建築計画
の基礎知識を習得

：木造・鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造・鉄骨造などの建築一般構造を習得建築構造
：力のつり合いや安全な建築物を造るための計算方法などを習得建築設計
：建築工事の流れや工法を理解し、施工管理の基礎知識を習得建築施工

（ ）建築法規：安全で快適な建物を造るためのルールや手続き 建築基準法等
を習得

：木工・間伐・測量・材料・計画・施工などを実際に体験して専門の理解を深める。実 習



電気科 Electricity電気科 Electricity■
私たちの豊かな生活は、インターネット・携帯電話などの通信技術、モ

ーターなどを動かす技術などによって支えられており、電気なしでは現代
の豊かな暮らしは考えられません。

電気エネルギーについて、その基礎から応用・安全な利用方法まで幅広
く学習するところが電気科です。

ものづくり、実験などを体験しながら授業をすすめていきます。
また、多くの資格取得にも力を入れています。

特色あるカリキュラム■
電気科では多くの資格取得に力を入れています。第二種電気工事資格取得：
士（全員）をはじめ、第一種電気工事士、工事担任者など普通科
高校ではできない高度な資格に挑戦することができます。
自分の設定したテーマに沿って、実験・研究・物づくりを進めま課題研究：
す。１・２年で習った知識をもとに、電気の興味・関心をさらに
深めていきます。

：武工を取り巻く多くの企業で研修を行います。電気の技インターンシップ
能はもとより、働く意欲・資質など、社会人として必要な素養を学びます。

工業化学科 Industrｉal Chemistry工業化学科 Industrｉal Chemistry■
身の回りにある衣類、薬品、電化製品、自動車、さらには動植物に至る

。まで私たちの生活に役立っているものはすべて化学物質からできています
これらの化学物 質は私たちの生活になくてはならないものです。

今後、さらに私たちの生活をより豊かに、そして安全にするために、新
しい技術や役に立つ化学物質を創り出していかなければなりません。

こうした技術や化学物質を生み出すために必要な知識を学び、心ある技
術者として社会に貢献できる人材の育成を目標とします。

特色あるカリキュラム■
化学の技術と知識を習得するには、実際に目で見て、手を動かしての実

験が非常に大切です。そのため、工業化学科では１週当たり１年生で３時
間、２年生で５時間、３年生で７時間の実験時間が用意されています。

化学分野の専門科目として工業化学、化学工学、地球環境化学、化学工
業を学習して、化学の基礎的知識を身につけます。さらに、高度通信情報
化社会に対応できるよう情報技術(ﾊﾟｿｺﾝ)にも重点をおき、諸分野に適応
できる中堅技術者としての素養を培います。

資格の取得では、危険物取扱者、第２種電気工事士、２級ボイラー技士
乙種火薬類取扱保安責任者、ワープロ検定３級、化学分析技能検定などに取り組みます。

電子機械科 Electrical Machinery電子機械科 Electrical Machinery■
機械と電子・電気・コンピューターに関して実験・実習と論理的な学習

の連携を図りながら学び、汗や油まみれになることもいとわず、危険を前
もって予想し、予防できる能力や自然界の摂理や社会現象に思いを馳せる
ことのできる知性や資質を育てています。

電気により制御される機械が、多くの工場で稼働しているため、このよ
うな機械を動かし、メンテナンスができる人材を育成します。また、もの
を作り出す楽しみ、試行錯誤を繰り返して目標に近づく楽しみを満喫でき
るようにしています。

特色あるカリキュラム■
工業の基幹である機械、電気・コンピューターについて総合的に学び、

技能を身につけることで、幅広い応用力を持ったエンジニアを育てること
を目標にしています。

自然科学の応用である生産システム技術・機械設計などの科目で工業理
論を学び、実習を通して創意工夫のあるものづくりに当たり、機械・電子
機器の製作と保守の技術を学習します。

さらに、資格指導にも力を入れており、電気工事士や危険物取扱者の資
格を多くの生徒が取得しています。また、ボイラー技士や旋盤の技能検定
試験などにも挑戦しています。
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